
〒108 - 0 0 1 4　東 京 都 港 区 芝 ５－36－７

お問い合わせ先

投信営業部 03-6722-4810

（受付時間：営業日の午前９時～午後５時）

https://www.tdasset.co.jp/

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）

信 託 期 間 2012年８月31日から2025年４月21日まで

運 用 方 針
安定した配当収入の確保と中長期的な値上が
り益の獲得を目指して運用を行います。

主要運用対象

外国投資信託証券である「クレディ・スイ
ス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ
－ＵＳリート・プレミアムファンド（円ヘッ
ジ・クラス）」および親投資信託である
「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド」を主
要投資対象とします。なお、短期金融商品等
に直接投資する場合があります。

ク レ デ ィ ・
ス イ ス ・
ユニバーサル・
ト ラ ス ト
（ケイマン）Ⅱ－
Ｕ Ｓ リ ー ト ・
プ レ ミ ア ム
フ ァ ン ド
（ 円 ヘ ッ ジ ・
ク ラ ス ）

主として担保付スワップ取引
を投資対象とし、当該取引を
通じて、実質的に、ｉシェ
アーズ 米国不動産ＥＴＦと
米国リート・オプション取引
の投資成果と、安定した配当
収入の確保と中長期的な値上
がり益の獲得を目指して運用
を行います。
実質組入外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジを
行った投資成果の享受を目指
します。

Ｔ＆Ｄマネー
プールマザー
フ ァ ン ド

わが国の公社債および短期金
融商品を主要投資対象としま
す。

組 入 制 限

投資信託証券への投資割合には制限を設けま
せん。
株式への直接投資は行いません。
外貨建資産への直接投資は行いません。

分 配 方 針

毎決算時（毎月20日、休業日の場合は翌営業
日）に分配を行います。ただし、必ず分配を
行うものではありません。
分配金額は、分配対象額の範囲内で委託会社
が決定するものとし、原則として、インカム
収益を中心に分配を行うことを目指します。
ただし、基準価額水準等によっては、売買益
（評価益を含みます。）が中心となる場合が
あります。

米国リート・プレミアムファンド

（毎月分配型）

円ヘッジ・コース

運用報告書（全体版）（第20作成期）
第113期（2022年２月21日）　第116期（2022年５月20日）
第114期（2022年３月22日）　第117期（2022年６月20日）
第115期（2022年４月20日）　第118期（2022年７月20日）

お客様へ

　毎々格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上げます。

　さて、「米国リート・プレミアムファンド（毎月分配

型）円ヘッジ・コース」は、2022年７月20日に第118期決

算を行いましたので、第113期から第118期の運用状況をご

報告申し上げます。

　今後ともより一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。
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1－　　－

最近５作成期の運用実績、基準価額の推移等

最近５作成期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

クレディ・スイス・
ユ ニ バ ー サ ル ・
トラスト(ケイマン)
Ⅱ－ＵＳリート・
プレミアムファンド
(円ヘッジ・クラス)
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率

第 

16 

作 

成 

期

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
89期 (2020年２月20日) 4,042 40 0.6 － － 97.9 725

90期 (2020年３月23日) 2,652 40 △33.4 － － 97.7 478

91期 (2020年４月20日) 2,934 40 12.1 － － 98.2 525

92期 (2020年５月20日) 2,806 40 △ 3.0 － － 98.3 498

93期 (2020年６月22日) 2,941 40 6.2 － － 97.7 532

94期 (2020年７月20日) 2,917 40 0.5 － － 98.1 526

第 

17 

作 

成 

期

95期 (2020年８月20日) 2,954 40 2.6 － － 98.1 533

96期 (2020年９月23日) 2,948 40 1.2 － － 97.9 519

97期 (2020年10月20日) 2,930 40 0.7 － － 97.7 519

98期 (2020年11月20日) 3,053 40 5.6 － － 97.8 498

99期 (2020年12月21日) 3,043 30 0.7 － － 98.4 488

100期 (2021年１月20日) 3,030 30 0.6 － － 97.7 411

第 

18 

作 

成 

期

101期 (2021年２月22日) 3,115 30 3.8 － － 98.3 380

102期 (2021年３月22日) 3,103 30 0.6 － － 98.0 375

103期 (2021年４月20日) 3,163 30 2.9 － － 98.3 377

104期 (2021年５月20日) 3,138 30 0.2 － － 98.3 374

105期 (2021年６月21日) 3,153 30 1.4 － － 97.9 364

106期 (2021年７月20日) 3,179 30 1.8 － － 97.7 360

第 

19 

作 

成 

期

107期 (2021年８月20日) 3,214 30 2.0 － － 97.8 364

108期 (2021年９月21日) 3,186 30 0.1 － － 97.8 346

109期 (2021年10月20日) 3,170 30 0.4 － － 98.1 327

110期 (2021年11月22日) 3,188 30 1.5 － － 97.8 323

111期 (2021年12月20日) 3,208 30 1.6 － － 97.9 325

112期 (2022年１月20日) 3,051 30 △ 4.0 － － 97.7 305

第 

20 

作 
成 

期

113期 (2022年２月21日) 2,881 30 △ 4.6 － － 98.1 284

114期 (2022年３月22日) 2,981 30 4.5 － － 98.1 285

115期 (2022年４月20日) 3,068 30 3.9 － － 97.9 292

116期 (2022年５月20日) 2,643 30 △12.9 － － 97.9 247

117期 (2022年６月20日) 2,453 30 △ 6.1 － － 97.6 227

118期 (2022年７月20日) 2,601 30 7.3 － － 97.8 241

（注）基準価額および分配金は１万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。

（注）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率および債券先物比率は実質比率を記載しております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは米国リートとオプション取引を組合わせた運用を行っており、比較対象として適切な指数がないため、ベンチマークおよ

び参考指数を設定しておりません。
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2－　　－

当作成期中の基準価額等の推移

決算期 年 月 日

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

クレディ・スイス・
ユ ニ バ ー サ ル ・
トラスト(ケイマン)
Ⅱ－ＵＳリート・
プレミアムファンド
(円ヘッジ・クラス)
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第113期

期　首（前期末） 2022年１月20日 3,051 － － － 97.7

１月末 3,000 △ 1.7 － － 98.1

期　　　　末 2022年２月21日 2,911 △ 4.6 － － 98.1

第114期

期　首（前期末） 2022年２月21日 2,881 － － － 98.1

２月末 2,929 1.7 － － 98.0

期　　　　末 2022年３月22日 3,011 4.5 － － 98.1

第115期

期　首（前期末） 2022年３月22日 2,981 － － － 98.1

３月末 3,052 2.4 － － 98.1

期　　　　末 2022年４月20日 3,098 3.9 － － 97.9

第116期

期　首（前期末） 2022年４月20日 3,068 － － － 97.9

４月末 2,990 △ 2.5 － － 97.9

期　　　　末 2022年５月20日 2,673 △12.9 － － 97.9

第117期

期　首（前期末） 2022年５月20日 2,643 － － － 97.9

５月末 2,768 4.7 － － 97.9

期　　　　末 2022年６月20日 2,483 △ 6.1 － － 97.6

第118期

期　首（前期末） 2022年６月20日 2,453 － － － 97.6

６月末 2,556 4.2 － － 97.8

期　　　　末 2022年７月20日 2,631 7.3 － － 97.8

（注）基準価額は１万口当たり。期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率および債券先物比率は実質比率を記載しております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは米国リートとオプション取引を組合わせた運用を行っており、比較対象として適切な指数がないため、ベンチマークおよ

び参考指数を設定しておりません。
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3－　　－

■ 投資環境

【米国リート市場】

　米国リート市場は下落しました。作成期初から2022年２月末は、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事
会）による大幅な利上げや毎回のＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）での連続利上げ等、金融引締
め加速への警戒感が高まったこと、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が開始され、それに伴う
エネルギー・鉱物資源等の需給ひっ迫や欧米の対ロシア制裁による景気悪化への懸念が広がったこ
と等を受け、株価は下落しました。３月からは、ＦＯＭＣ議事録の公表にて、速いペースでの量的
引締めや大幅な利上げに積極的な姿勢が示され、投資家の警戒感が高まったことは相場の重しとな
りましたが、３月の米ＰＭＩ（購買担当者景気指数）速報値が製造業・非製造業共に市場予想に反
して前月比で上昇し、米国経済失速への過度な懸念が幾らか和らいだこと等が材料視され、株価は
上昇しました。４月下旬以降は、米国のインフレがピークに達したとの一部期待を受け、株価は一
時反発する場面もありましたが、米主要小売企業が今後について厳しい見通しを示したと共に、一
部の米主要ＩＴ企業も低調な決算を発表し、米国経済悪化への懸念が再燃したこと、インフレの加
速が続いたこと、６月ＦＯＭＣでＦＲＢが利上げ幅を拡大し、世界的に金融引締め強化の気運が高
まったこと等から、株価は下落しました。

当作成期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額等の推移

第113期首：3,051円
第118期末：2,601円（既払分配金180円）
騰 落 率：△9.0％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年１月20日）の値
が基準価額と同一となるように指数化しています。

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に
再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用の
コースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を
示すものではありません。

(百万円)

作成期首
(前作成期末)

2022/２ ３ ４ ５ ６ 作成期末

(円)

2,000
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2,500

0

2,000

1,000

3,000

4,000
純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

■ 基準価額の主な変動要因

　高位に組入れている「クレディ・スイス・ユ
ニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－ＵＳ
リート・プレミアムファンド（円ヘッジ・クラ
ス）」において、主に米国リート価格の下落が
マイナス寄与した結果、基準価額（分配金再投
資ベース）は下落しました。

■ 組入ファンドの当作成期中の騰落率

組入ファンド 騰落率

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－
ＵＳリート・プレミアムファンド（円ヘッジ・クラス）

△8.7％

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド △0.0
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4－　　－

【国内短期金融市場】

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、作成期首の△0.09％から作成期末は△0.15％となりました。作

成期中においては、国庫短期証券の入札に伴う需給悪化懸念などが金利上昇要因となり、日銀の買

入オペや金融機関の担保需要などが金利低下要因となりました。

■ 当該投資信託のポートフォリオ

【当ファンド】

　作成期を通じて、「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・

プレミアムファンド（円ヘッジ・クラス）」を高位に組入れ、「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファン

ド」にも投資を行いました。

【クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・プレミアムファンド（円ヘッジ・クラス）】

　主としてクレディ・スイス・インターナショナルを相手方とする担保付スワップ取引を高位に組

入れ、当該取引を通じて実質的に、為替リスクを低減しつつ、ｉシェアーズ 米国不動産ＥＴＦと

米国リート・オプション取引の投資成果の享受を目指す運用を行いました。

【Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド】

　国庫短期証券の利回りがマイナスで推移したため組入れを見送り、作成期を通じて組入比率は

０％としました。資産については、全額コールローン等で運用を行いました。

＊iShares®（ｉシェアーズ®）はブラックロックの登録商標です。ブラックロックは「米国リート・プレミアムファンド（毎月分配型）円

ヘッジ・コース」について出資、発行、保証、販売および販売の促進をするものではありません。またブラックロックは、「米国リー

ト・プレミアムファンド（毎月分配型）円ヘッジ・コース」への投資についてなんら意見を表明、あるいは保証するものではなく、ファ

ンドにかかる業務、営業、トレーディングおよび販売に関して、一切責任を負うものではありません。
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5－　　－

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 分配金

　１万口当たりの分配金（税込み）は分配可能額、基準価額水準等を勘案し、第113期から第118期

まで各30円とさせていただきました。収益分配に充てなかった利益は、信託財産中に留保し、運用

の基本方針に基づいて運用いたします。

■ 今後の運用方針

【当ファンド】

　「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・プレミアムファン

ド（円ヘッジ・クラス）」の組入比率を高位に保ち、もう一方の投資対象である「Ｔ＆Ｄマネー

プールマザーファンド」への投資も継続する方針です。

【クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・プレミアムファンド（円ヘッジ・クラス）】

　担保付スワップ取引を通じて、実質的にｉシェアーズ 米国不動産ＥＴＦへの投資と米国リート

のコールオプションの売却を行い、安定した配当収入の確保と値上がり益の獲得を目指します。ま

た、当クラスでは為替リスクを低減するため、原則として実質組入外貨建資産の為替ヘッジを行い

ます。

【Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド】

　日本経済は、国内外における新型コロナウイルスの流行の影響により、持ち直しの動きに弱さが

みられます。インフレ率については、エネルギー価格の上昇等を反映してプラス圏で推移していく

と予想されます。こうしたなか、日銀の「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」が金利抑制要因

として作用することから、国内金利は低位で推移すると予想します。

　相対的に金利リスクの高い長期債への投資は見送り、国庫短期証券や短期金融商品等を中心とし

た安定的な運用を行います。
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6－　　－

１万口当たりの費用明細（2022年１月21日から2022年７月20日まで）

費用の明細

項目

第113期～第118期

項目の概要2022/１/21～2022/７/20

金額 比率

平均基準価額 2,882円 作成期間の平均基準価額です。

(a) 信託報酬 19円 0.671％ (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） (　　6) (0.218) 委託した資金の運用の対価

（販売会社） (　 13) (0.436) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理等の対価

（受託会社） (　　0) (0.016) 運用財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

(b) 売買委託手数料 1 0.023 (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料／作成期間の平均受益権口数

（投資信託証券） (　　1) (0.023) 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う
手数料

(c) その他費用 0 0.007 (c)その他費用＝作成期間のその他費用／作成期間の平均受益権口数

（監査費用） (　　0) (0.007) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合計 20 0.701

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。

なお、その他費用は、当ファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）平均基準価額の円未満は切捨て、それ以外の各金額は項目ごとに四捨五入してあります。

（注）各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。

（注）「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項

目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。

総経費率（①＋②＋③） 2.02％

①当ファンドの費用の比率 1.36％

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.66％

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法

により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。

（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証

券（親投資信託を除く）です。

（注）①の費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファ

ンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があ

ります。

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値

はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異

なります。

運用管理費用
（投信会社）

0.44％

運用管理
費用以外
0.00％

運用管理費用
0.66％

運用管理費用
（販売会社）

0.88％

投資先
ファンド
0.66％

総経費率
2.02％

その他費用
0.01％

運用管理費用
（受託会社）

0.03％

当ファンド
1.36％

（参考情報）

■ 総経費率

　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当た

り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は、2.02％です。

CC_22902379_04_ostT&D_（101038）米国リートプレミアムF（毎月）円ヘッジ_１万口.indd   6 2022/09/09   15:11:07



7－　　－

利害関係人との取引状況等（2022年１月21日から2022年７月20日まで）

　当作成期における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

売買および取引の状況（2022年１月21日から2022年７月20日まで）

(1) 投資信託証券

第 113 期 ～ 第 118 期

買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

口 千円 口 千円

外 国
(邦貨建)

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト
（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・プレミアム
ファンド（円ヘッジ・クラス）

－ － 7,355 21,435

（注）金額は受渡代金。単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況

　当作成期における設定、解約はありません。
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8－　　－

投資信託財産の構成（2022年７月20日現在）

項 目

当 作 成 期 末
（第 118 期 末）

評 価 額 比 率

千円 ％
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－
ＵＳリート・プレミアムファンド（円ヘッジ・クラス）

236,463 96.6

Ｔ ＆ Ｄ マ ネ ー プ ー ル マ ザ ー フ ァ ン ド 1,677 0.7

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 6,697 2.7

投 資 信 託 財 産 総 額 244,837 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

組入資産の明細（2022年７月20日現在）

(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名

前作成期末
（第112期末）

当 作 成 期 末
（第 118 期 末）

口 数 口 数 評 価 額 比 率

口 口 千円 ％

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－
ＵＳリート・プレミアムファンド（円ヘッジ・クラス）

99,397 92,041 236,463 97.8

（注）比率は純資産総額に対する評価額の比率。

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託残高

種 類

前 作 成 期 末
（第 112 期 末）

当 作 成 期 末
（第 118 期 末）

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド 1,653 1,653 1,677

（注）Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド全体の受益権口数は372,872千口です。

（注）単位未満は切捨て。
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9－　　－

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況

資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年２月21日現在 2022年３月22日現在 2022年４月20日現在 2022年５月20日現在 2022年６月20日現在 2022年７月20日現在

項 目 第113期末 第114期末 第115期末 第116期末 第117期末 第118期末
(A) 資 産 287,748,266円 297,808,510円 296,127,436円 250,522,202円 230,912,139円 244,837,835円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 7,173,512 7,093,001 7,721,058 6,697,716 6,777,574 6,697,299
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト
（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・プレミアム
ファンド（円ヘッジ・クラス）(評価額)

278,897,232 280,064,984 286,728,856 242,147,129 222,457,208 236,463,179

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド(評価額) 1,677,522 1,677,522 1,677,522 1,677,357 1,677,357 1,677,357
未 収 入 金 － 8,973,003 － － － －

(B) 負 債 3,318,518 12,412,752 3,180,433 3,116,940 3,086,315 3,056,531
未 払 収 益 分 配 金 2,962,040 2,872,538 2,864,873 2,808,685 2,786,039 2,788,912
未 払 解 約 金 － 9,226,012 － 2 11,022 35
未 払 信 託 報 酬 352,465 310,667 312,010 304,784 285,995 264,574
未 払 利 息 11 7 10 7 12 7
そ の 他 未 払 費 用 4,002 3,528 3,540 3,462 3,247 3,003

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 284,429,748 285,395,758 292,947,003 247,405,262 227,825,824 241,781,304
元 本 987,346,820 957,512,929 954,957,691 936,228,657 928,679,926 929,637,526
次 期 繰 越 損 益 金 △702,917,072 △672,117,171 △662,010,688 △688,823,395 △700,854,102 △687,856,222

(D) 受 益 権 総 口 数 987,346,820口 957,512,929口 954,957,691口 936,228,657口 928,679,926口 929,637,526口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,881円 2,981円 3,068円 2,643円 2,453円 2,601円

（注）当ファンドの第113期首元本額は1,000,693,466円、第113～118期中追加設定元本額は12,189,541円、第113～118期中一部解約元本額は

83,245,481円です。

（注）元本の欠損

第118期末現在、純資産総額は元本を下回っており、その差額は687,856,222円です。

（注）第118期末の１口当たり純資産額は0.2601円です。

損益の状況
自2022年１月21日
至2022年２月21日

自2022年２月22日
至2022年３月22日

自2022年３月23日
至2022年４月20日

自2022年４月21日
至2022年５月20日

自2022年５月21日
至2022年６月20日

自2022年６月21日
至2022年７月20日

項 目 第 113 期 第 114 期 第 115 期 第 116 期 第 117 期 第 118 期
(A) 配 当 等 収 益 2,950,273円 2,874,306円 2,849,440円 2,780,340円 2,761,021円 2,760,979円

受 取 配 当 金 2,950,535 2,874,459 2,849,585 2,780,513 2,761,244 2,761,148
受 取 利 息 6 7 5 － 3 －
支 払 利 息 △　　　　268 △　　　　160 △　　　　150 △　　　　173 △　　　　226 △　　　　169

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 16,450,492 9,875,093 8,638,817 △ 39,406,173 △ 17,268,292 14,003,762
売 買 益 84,335 10,140,757 8,657,867 171,392 59,619 14,005,959
売 買 損 △ 16,534,827 △　　265,664 △　　 19,050 △ 39,577,565 △ 17,327,911 △　　　2,197

(C) 信 託 報 酬 等 △　　356,467 △　　314,195 △　　315,550 △　　308,246 △　　289,242 △　　267,577
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 13,856,686 12,435,204 11,172,707 △ 36,934,079 △ 14,796,513 16,497,164
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △223,349,171 △232,321,275 △221,776,589 △208,408,570 △244,921,982 △261,972,244
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △462,749,175 △449,358,562 △448,541,933 △440,672,061 △438,349,568 △439,592,230

(配 当 等 相 当 額) (　 45,929,904) (　 44,185,885) (　 44,000,293) (　 43,049,286) (　 42,373,172) (　 42,102,375)
(売 買 損 益 相 当 額) (△508,679,079) (△493,544,447) (△492,542,226) (△483,721,347) (△480,722,740) (△481,694,605)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △699,955,032 △669,244,633 △659,145,815 △686,014,710 △698,068,063 △685,067,310
(H) 収 益 分 配 金 △　2,962,040 △　2,872,538 △　2,864,873 △　2,808,685 △　2,786,039 △　2,788,912

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △702,917,072 △672,117,171 △662,010,688 △688,823,395 △700,854,102 △687,856,222
追 加 信 託 差 損 益 金 △463,117,409 △449,427,614 △448,635,622 △441,008,652 △438,663,828 △439,664,233
(配 当 等 相 当 額) (　 45,561,670) (　 44,116,833) (　 43,906,604) (　 42,712,695) (　 42,058,912) (　 42,030,372)
(売 買 損 益 相 当 額) (△508,679,079) (△493,544,447) (△492,542,226) (△483,721,347) (△480,722,740) (△481,694,605)
繰 越 損 益 金 △239,799,663 △222,689,557 △213,375,066 △247,814,743 △262,190,274 △248,191,989

（注）損益の状況の中で

(B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。

(C)信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。
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分配金の計算過程

［第113期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,593,806円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）および収益調整金（45,929,904円）
より、分配対象収益は48,523,710円（１万口当たり491円）であり、うち2,962,040円（１万口当たり30円）を分配金額としております。

［第114期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,803,486円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）および収益調整金（44,185,885円）
より、分配対象収益は46,989,371円（１万口当たり490円）であり、うち2,872,538円（１万口当たり30円）を分配金額としております。

［第115期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,771,184円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）および収益調整金（44,000,293円）
より、分配対象収益は46,771,477円（１万口当たり489円）であり、うち2,864,873円（１万口当たり30円）を分配金額としております。

［第116期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,472,094円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）および収益調整金（43,049,286円）
より、分配対象収益は45,521,380円（１万口当たり486円）であり、うち2,808,685円（１万口当たり30円）を分配金額としております。

［第117期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,471,779円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）および収益調整金（42,373,172円）
より、分配対象収益は44,844,951円（１万口当たり482円）であり、うち2,786,039円（１万口当たり30円）を分配金額としております。

［第118期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,716,909円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）および収益調整金（42,102,375円）
より、分配対象収益は44,819,284円（１万口当たり482円）であり、うち2,788,912円（１万口当たり30円）を分配金額としております。

※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。
※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る
部分が元本払戻金（特別分配金）となります。

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。
※元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額がその後の新たな個別元本となります。

分配金のご案内

分配金および分配原資の内訳 （単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目
第113期 第114期 第115期 第116期 第117期 第118期

2022年１月21日
～2022年２月21日

2022年２月22日
～2022年３月22日

2022年３月23日
～2022年４月20日

2022年４月21日
～2022年５月20日

2022年５月21日
～2022年６月20日

2022年６月21日
～2022年７月20日

当期分配金 30 30 30 30 30 30
（対基準価額比率） 1.031 0.996 0.968 1.122 1.208 1.140
当期の収益 26 29 29 26 26 29
当期の収益以外 3 0 0 3 3 0

翌期繰越分配対象額 461 460 459 456 452 452
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。
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補足情報

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンドの主要な売買銘柄

　当作成期における売買はありません。

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンドの組入資産の明細

　当作成期末における組入れはありません。
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＜ご参考＞

組入投資信託証券の内容

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅱ－ＵＳリート・プレミアムファンド

（円ヘッジ・クラス）／（通貨プレミアム・クラス）

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

分 類 ケイマン籍／外国投資信託／円建

基 本 運 用 方 針

（円ヘッジ・クラス）
主として担保付スワップ取引を投資対象とし、当該取引を通じて、実質的に、ｉシェ
アーズ 米国不動産ＥＴＦと米国リート・オプション取引の投資成果と、安定した配当
収入の確保と中長期的な値上がり益の獲得を目指して運用を行います。
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行った投資成果の享受を目指
します。

（通貨プレミアム・クラス）
主として担保付スワップ取引を投資対象とし、当該取引を通じて、実質的に、ｉシェ
アーズ 米国不動産ＥＴＦと米国リート・オプション取引に加えて、為替オプション取
引の投資成果と、安定した配当収入の確保と中長期的な値上がり益の獲得を目指して運
用を行います。

投 資 態 度

（円ヘッジ・クラス）
①実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行った投資成果の享受を目
指します。

②原則として、米国リート・オプション取引の実質的な想定元本は、おおむね純資産相
当額程度で行うものとします。

（通貨プレミアム・クラス）
①実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
②原則として、米国リート・オプション取引ならびに為替オプション取引の各々の実質
的な想定元本は、それぞれおおむね純資産相当額程度で行うものとします。

※資金動向や市況動向等によっては、上記のような運用が行われない場合があります。

主 な 投 資 制 限
①店頭オプション、上場オプション、ＥＴＦに原則として直接投資を行いません。
②有価証券の空売りは行いません。

分 配 方 針 原則として、毎月分配を行います。

投 資 顧 問 会 社 クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リミテッド

※次ページ以降の記載は、組入投資信託証券の関係会社より入手した情報をもとに作成しております。当社は、その内容の

正確性・完全性を保証するものではありません。

(1)(2)：バンクオブニューヨークメロン証券株式会社より入手した監査済報告書を、当社が一部和訳したものです。

(3)：ザ・バンク・オブ・ニューヨーク・メロン（シンガポール支店）より入手したデータをもとに作成したものです。
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（１）各クラスの状況

作成基準日：2022年１月31日

受益権総口数

円ヘッジ・クラス 98,381口

通貨プレミアム・クラス 2,713,082

合計 2,811,463口

（注）日付は現地基準です。

（２）損益計算書

計算期間：2021年２月１日～2022年１月31日

単位：円

収益

手数料収入 1,685,791,346

担保付スワップ取引に係る純損益 1,035,439

投資純損益 1,686,826,785

費用

運用費用 57,421,792

運用費用合計 57,421,792

分配前の期中の純資産変動 1,629,404,993

支払分配金 (1,628,369,554)

分配後の期中の純資産変動 1,035,439

（注）日付は現地基準です。

（注）（　）書きは負数です。

（３）組入資産の明細

作成基準日：2022年１月31日

担保付スワップ� 単位：円

想定元本額 評価額

983,809,755 294,701,196

27,130,816,718 5,653,709,504

合計 5,948,410,700

（注）日付は現地基準です。
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最近５期の運用実績、基準価額の推移等

最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純資産総額
期 中
騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
31期（2020年６月10日） 10,154 △0.0 － － 575

32期（2020年12月10日） 10,151 △0.0 － － 430

33期（2021年６月10日） 10,148 △0.0 － － 430

34期（2021年12月10日） 10,145 △0.0 － － 409

35期（2022年６月10日） 10,143 △0.0 － － 396

（注）基準価額は１万口当たり。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド

運用報告書（全体版）　第35期（決算日　2022年６月10日）

（計算期間　2021年12月11日から2022年６月10日）

　「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド」は、2022年６月10日に第35期決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

信 託 期 間 信託期間は原則無期限です。

運 用 方 針 安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主要運用対象 わが国の公社債および短期金融商品等を主要投資対象とします。

組 入 制 限 株式への投資は行いません。外貨建資産への投資は行いません。
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当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債券組入比率 債券先物比率
騰 落 率

期首（前期末） 円 ％ ％ ％
2021年12月10日 10,145 － － －

12月末 10,145 0.0 － －

2022年１月末 10,145 0.0 － －

２月末 10,144 △0.0 － －

３月末 10,144 △0.0 － －

４月末 10,144 △0.0 － －

５月末 10,143 △0.0 － －

期　　　末
2022年６月10日 10,143 △0.0 － －

（注）基準価額は１万口当たり。騰落率は期首比。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額の推移

■ 基準価額の主な変動要因

　基準価額は、期首の10,145円から期末は10,143円となりました。運用対象であるコールローン等

の利回りがマイナスで推移したことから下落しました。

10,142

10,143

10,144

10,145

10,146

10,147
(円)

2022/１ ２ ３ ５４ 期末期首
(前期末)
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■ 投資環境

【国内短期金融市況】

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、期初の△0.12％から期末は△0.10％となりました。期中におい

ては、国庫短期証券の入札に伴う需給悪化懸念などが金利上昇要因となり、日銀の買入オペや金融

機関の担保需要などが金利低下要因となりました。

■ 当該投資信託のポートフォリオ

　国庫短期証券の利回りがマイナスで推移したため組入れを見送り、期を通じて組入比率は０％と

しました。資産については、全額コールローン等で運用を行いました。

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 今後の運用方針

　日本経済は、国内外における新型コロナウイルスの流行の影響により、持ち直しの動きに弱さが

みられます。インフレ率については、エネルギー価格の上昇等を反映してプラス圏で推移していく

と予想されます。こうしたなか、日銀の「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」が金利抑制要因

として作用することから、国内金利は低位で推移すると予想します。

　相対的に金利リスクの高い長期債への投資は見送り、国庫短期証券や短期金融商品等を中心とし

た安定的な運用を行います。
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売買および取引の状況（2021年12月11日から2022年６月10日まで）

　当期における売買はありません。

組入資産の明細（2022年６月10日現在）

　当期末における組入れはありません。

利害関係人との取引状況等（2021年12月11日から2022年６月10日まで）

　当期における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

投資信託財産の構成（2022年６月10日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 396,300 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 396,300 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

１万口当たりの費用明細（2021年12月11日から2022年６月10日まで）

　当期において発生した費用はありません。
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資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年６月10日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 396,300,963円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 396,300,963

(B) 負 債 705

未 払 利 息 705

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 396,300,258

元 本 390,707,944

次 期 繰 越 損 益 金 5,592,314

(D) 受 益 権 総 口 数 390,707,944口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,143円

（注）期首元本額� 404,074,136円

期中追加設定元本額� 601,282円

期中一部解約元本額� 13,967,474円

（注）１口当たり純資産額は1.0143円です。

（注）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本の内訳

Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド� 69,040,591円

米国リート・プレミアムファンド（毎月分配型）円ヘッジ・コース� 1,653,709円

米国リート・プレミアムファンド（毎月分配型）通貨プレミアム・コース� 28,961,659円

米国リート・プレミアムファンド（年2回決算型）マネープール・コース� 88,475円

豪州高配当株ツインαファンド（毎月分配型）� 9,718,980円

野村エマージング債券投信（円コース）毎月分配型� 15,203,451円

野村エマージング債券投信（円コース）年2回決算型� 4,690,232円

野村エマージング債券投信（米ドルコース）毎月分配型� 6,884,550円

野村エマージング債券投信（米ドルコース）年2回決算型� 1,424,313円

野村エマージング債券投信（豪ドルコース）毎月分配型� 13,394,468円

野村エマージング債券投信（豪ドルコース）年2回決算型� 1,651,239円

野村エマージング債券投信（ブラジルレアルコース）毎月分配型� 124,252,174円

野村エマージング債券投信（ブラジルレアルコース）年2回決算型� 7,765,966円

野村エマージング債券投信（南アフリカランドコース）毎月分配型� 1,413,489円

野村エマージング債券投信（南アフリカランドコース）年2回決算型� 131,726円

野村エマージング債券投信（カナダドルコース）毎月分配型� 1,038,862円

野村エマージング債券投信（カナダドルコース）年2回決算型� 160,506円

野村エマージング債券投信（メキシコペソコース）毎月分配型� 43,012,339円

野村エマージング債券投信（メキシコペソコース）年2回決算型� 7,932,323円

野村エマージング債券投信（トルコリラコース）毎月分配型� 33,235,413円

野村エマージング債券投信（トルコリラコース）年2回決算型� 2,464,915円

野村エマージング債券投信（金コース）毎月分配型� 10,580,958円

野村エマージング債券投信（金コース）年2回決算型� 5,829,793円

野村エマージング債券投信（マネープールファンド）年2回決算型� 177,813円

損益の状況
当期　自2021年12月11日　至2022年６月10日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 △　 92,775円

受 取 利 息 2,830

支 払 利 息 △　�95,605

(B) 当 期 損 益 金(Ａ) △　 92,775

(C) 前 期 繰 越 損 益 金 5,878,897

(D) 追 加 信 託 差 損 益 金 8,718

(E) 解 約 差 損 益 金 △　202,526

(F) 合 計(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 5,592,314

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 5,592,314

（注）損益の状況の中で

(D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。

(E)解約差損益金とあるのは、一部解約の際、元本から解約

価額を差引いた差額分をいいます。

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況
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